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パテ及びしっぴの効用比較に就て(予報)

奈　良　迫　　嘉　　一

on the Utilities of Putty and "Shippi" as Ail･-tight ･Materials

in Woodenship Building

by Yoshikazu NARASAKO

l.緒　　　　　言

木造納経剤として普通-されるパテの代りに鹿児島脚本野地方に於ける漁船雛

大型鮪舵掛値前から｢しっぴ｣と称する独特の材料を使用して-･之は鮪蛸基地とL

i:水揚げよ｡ふか油を,須摘せる甑島よ｡只穀石衣を容易に入手出来る当地方の地理的

優位性よ｡案出使川されるに至ったものと･l踊れる･古老の語る所に依れば在来のパテよ

｡も蓬か珊着力大で喰いつきが優れ,乾混其の他外的-変化に因る割れが無く･且つ

長期(略叶年)の使用輔える. -多の長所が挙げられているが,共等の点に就ても

帽乙緋だ頂雀な資料に乏しくこの点を奨験--にせんとして,し-Jぴと従来棚

のパテとを比較して其の有用性を研究した

2.実験方法

冥鮫は試験片作製後一週閲の乾燥琶過及び-に続く-26年7月28日よ｡ 10月2

日迄66日間の室内自然放置:並びに海水-潰後のかの材料試験を行った･更に同時に

実験室内窓枠にパテ,しっぴの両者を使-る実用試験を行つk･しっぴは串木野造船所

に依親し,ちさ(離くづ)をふか油-し働叱温す程度で引き揚げ加貝殻新家を加

ぇて臼の中でつき,杵itL,つぴがべたつかぬ程度で実験材料として利用しfc･

組成に就ては,ふか肝臓油580gr,ちさ500gr,イ侠2kg150の割で･出来上｡,しっ

び乗畳は3kg170であった･因みに其の加工に裁て述べれば,加工負数1各加工剛

娃1時冊牢,杵の蚤さ26kg,落差60C甲･一分聞当｡ 43回の割であった.叉パテとし

ては苗販木舶用最優良晶と云われる｢平和パテ→を使用した･之は`ィITK 60kg,乾性油

18kgを混じ.たものと思われるが未だ分明ではない･

成分に就ては製造所に問合せたるも必要な返事が得られなかった･パチ,しっび何れも

試験片の大きさは長さ20cm･隔5cm,厚さ0･5cmの霜平直方体として各々10脚を作

輿,奇数番号は室内放置･偶数番号は海水授演とLIk･葱に厚さ0･5cmは冥船に於ける

ホ-コン上に煤めた気密剤の厚さを考慮した･

3.試験片作製直後2週間に亘る乾燥経過
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韓1袈f室内自然放置後 劔劍6yuｩ�ﾂ�｢粐�浸構後 

I,%過日数ーolll4f7*1l.oH3 劔劔6 

l色衣褐色衣褐色 し光沢なしなし 劔l 渡英褐色褐色茶褐色 なしなしなし】 劔h�z���V辻�,�+R�衣白色 なし 

つ 儂I^b�ﾘI�ｲ�1.61.61.6 なし/.憲慧㌃ 劍�ｸ���緜�綯���ｩ9h*�.���,��X,h,���｢�ﾂ���綯���."��ｩ9h*�.��1.6 滞) → 相当あり 

ぴ � 冩ｹUﾉlｨ-hｼ�� 辻�i l ▲くり 凉9>�､9�X彙�糟内海7k変 

表面変化 �-x,h,(*ﾒ�謂私事霞讐靴甚F艶蓑幣だ願語慨浩明 L 

色白友色 光沢なし ノヾ 比重2.4 劔dx囮�b�ｼﾘ*�,�*�.��"紕�濃蘭草色衣黄色 lありあり 2.42.4 刪ﾟ色 あり 2.4l ���b�,�+R�"紕�衣色 なし 2.4 

剛性′竺竺レ なし一一なし 酒表面-極 テ表面褒化べとつく碩浸出,粘 l桐甚だし 劔./+ なしやゝあり 劍�ｸ���,�+R�-8.(*�,H�2�lｨ貶��U�,���9lｨ,佰ｨ+2���&ﾖﾘ,ﾂ�(下降) ＼-､一十 なし 表面より崩 壊して厚さ を減じ変形 する 

*2は*1 0')状態'D夫々の偶数番号試験片を使用す

*印は26.10.14.ル-ス台風に依●り流失戎柊択漁のため実験不能

ill
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筋1衣より分るように乾燥の均一を期するため繭試験片を10日日毎に表裏交替せしめ

66耶円上の状態を続けた･更に之等を引揚げて66耶日日然放置して乾燥せしめたものを

攻の材料諦駿材とし.た.

4.材　料　試　験

a.曲げ訊験

を言霊芸…･こ誓言警4Kf'蕊,k讐芸　f'g･.
く場合の曲げに依る最大破壊応力を求め

た.傭計瓢こは,糸と榔拝の聞及び滑弾

の軸受部に於ける摩擦力牲考慮しなかっ

た.

第2衣よりしっぴの室内放置,海水投

演の比較の投･)(tl相応カは夫々平均値で

63.7kg/cmo･, 46.9kg/cma,パテは室内

放置の分が11.9kg/cm2となった･

b.引張　り試験

試験機は振子雅ヤ-ンテスタ-,訊験

片は右図fig･2の如き形状に切糾せるも

のを用い如ミ数少なく,為に大体の傾向

だけを推定し得たに過ぎ孜かつk･しっ

ぴの室内放置,海水授誠の最大引張り応

力は夫々9kg/cm2-12kg/cm9, 4kg/cmS

叫′三fv
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～7kg/cm9,パテは室内放置の分が3kg/cme～4kg/cmeで抱性大,試験片に容易に亀裂

を生じた.

C.硬　さ　試　験

fig.3の如く直径10mmの鋼球を用いてしっび並びに

パテに対し夫々荷委圧･力30kg, 10kgを30秒間加-て

外圧を取去った後の鐸みの直径の読みをと7),之よりブリ

ネル硬度を算出した.

i;8 ～

第3袈 儂7.ー2 剴8�ｳB�剴S�f｣r�劔8! �9110 

し っ ぴ 儂I�2�* ��縒�亦簽fﾆﾂ縟｢��繦)ｩ{2�))｢�劔劔1.6 �+1上し∴ 

荷藁圧力kg｢｢完｢ 劔 劔劔�3��3��3��30130 劔30_,r30十 

窪み直経mm 鳴�ｦﾂ���3.5 �8�ｳR�3.3 �2�2�3.5:I �2綛�2�2絣��2絣�3.3 �2ﾃ2�辛 �2�3｢�3.5L3'5 冓.5.F'3i �3.3 

:i.0 �2���13.4 �2紕�3.0≡ �2���3,0:3.0.3.4, 剴｣4ﾂ顏��B�辛 �2紕罎�2�二∵ �.:3.0 �2紊｣2紕�

7リ不ルー 儻2ﾒ謦�ﾂ�3.0 �3.4 �3.0 �3.013 劔劔.03.4 

ヽ 儂H�ﾃ"繹��剴"綯弔�剪�"綏｢｣�"紕�劔･r2.4l* 

l l �y�8�9|ﾖｶt｣�������唸�ｨ爾ｨｹ��ｨ爾ｨ*&��劔劔･1,0ー* 

窪み直経mm ��Bs9+����宙:.5 釘�2�i i i ー l �*ﾃX�ﾃV｣B綉ス�ﾃX�3U��劔����俣B�2�* 5.5 

チ lプリネル硬度 l l �0.7:0.6 �� 撞�紕�0.7 ��B筰?｢��涛･��｣ﾕ��肪��6��劔‥.*‥ �0.7 停ﾓ｢ﾒrryfﾒ笋粐��

0.7 ����綯�劔劔�0 

上表よりしっぴD室内放置.海水浸演のブリネル硬度は夫々3.1, 3.2パテは室内放置

の分が0.6となった.

5.実　用　試　験

以上試験片に依る結果を確認する為に本学部実習船隼人丸に試験せんとしたが連絡行き

違いのLため実施出来なかった.同時に使用した民間漁鼎に於ては,パテ,しっ･び共未だ倭

劣なく早急に其の結論は出し得ない.更に長期の此校が必要のようである.船体とは別個

に実験室内窓枠にパテ,しっぴの両者の実用試験を昭和26.5.21.及び7.12.の2回に

亙って開始したが,何れも其の結果はしっぴが良好であった.パテは一週間目に外気露潤

の部分は乾混の変化のため速やかに亀裂を生じ始め,重内側,D部分はそれよりも遅く一月

日頃より小亀裂の発生を見た.しっぴは長期に亘るも変化なかったが, 26.10.14.ル-ス

台風の為実験中絶せざるを得なかった.然し此の際もパテ試験片は破揖流失し,しっび試

験片のみ窓より剃離されて飼原形を留めていた.

6.結　　　　　　　口

以上ゐ諸実験は末だ完成した訳ではなく,材料試験としても耐久,耐振の問題,更に異

質に対する附着性の問題等比較考証すべき問題が多く残されている.が現在迄の段階から

みて少なくとも攻の諸項は断言して良いのではないかと考えられる.従って木造船気密剤
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としでのしっぴの効用性は優れて居り,更に進んでその成分,割合の検討と故事に依りそ

の将来を期待しても良いと考えられる.

(1)しっぴはパテよりも曲げ強さ,引張り強さの何れの点に於でも数倍の大きさを有し,

外/坂,甲板等に於て船体サッギング,ホッギングに依る曲げ応力のための亀裂発生の

恐れが少ない.

(2)しっぴはパテよりも硬さが造かに大きくそのため外的衝撃力に依る亀裂発生が無い.

(3)乾潔の変化に対してしっぴは材料の強さ上,左程大きな影響を見せないが,パテは変

質溶渡のため脆性甚だしく殆んど問題にならなくなる.

(4)パテをホ-コ-/上に墳充する際それ自身の粘性のためこてにくっつき意の通りなら

ず,そのため浮いてホーコンとの問に基隙が出来喰い込みが悪い.之に比し,しっぴ

はちさのあるため容易に深部迄押し込むことが出来,喰い込みが良い.

(5)年数の点は未だ明言はし難tJlがパテよりもしっぴが長期に亘って有効である事は確か

である.

(6)附着性の点に於て未だ考究,改善すべき点が多いように瓜われるが,少なくとも従来

のパテと同一程度は保し得られる.

(7)昭･26.7.現在価格に於てしっぴ1kg当り125円に対し,パテ75 lLlでしっぴとしで

は多少不利であるが,このしっぴの普及と大量生産に依りコスTtは東に切り■下げられ

ると一晩う.

侍今回の実験は取木野造船所遊びに同所下宇宿,満山佃捜輔の御協力に依った轟を附記

して御乱に代える.

Risume

The author examined the strength of putty and HShippi'', which was

locally used at Kushikino in Kagoshima prefecture, and proved that Shippi

was superior in utility to putty as air･tight materials in wooden-ship building.


